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新旧ガイドブックを通じて見た河内の「名所」

j手

1.ガイドブックを取り上げる意義

a) ツーリズム考察のためのデータ

b)ツーリズムにとってのガイドブック

の意義

c)本稿の対象地域

II.検討対象としたガイドブック

III.ガイドブックで取り上げられた「名所」

IV.ガイドブかツクにおける「名所」の記述

内容

1 .ガイドブックを取り上げる意義

a) ツーリズム考察のためのデータ

ツーリズムとは，余暇時間のレクリエーショ

ン活動のうち，自己の日常生活圏の外へトリッ

プすること， と定義できるであろうが，この

ツーリズムを研究対象として取り上げる場合，

次の両面から考察することが可能かっ必要で

あろう。

①供給サイド(ホスト)，つまり観光地，観光

対象の側

②利用者サイド(ゲスト)，つまりツーリスト

の側

それぞれどのようなデータが利用できるか

ということについてであるが，過去における

②利用者サイドのデータ，つまり人々の観光

行動を明らかにできるようなデータとしては，

例えば紀行文などが考えられる。しかし広い

地域の客観的なデータは，現実問題として入

手困難なので，それに代わるものとして，①

供給サイドのデータを利用せざるを得ない。

本稿で取り上げるガイドブックもその一つで

田
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血 良・伏見能成

ある。

筆者らはかつて，旅館・ホテルなど宿泊施

設に関するデータを用いて，ツ一リズムの観

点から見た日本各地の都市および観光地の性

格とじ，その推移について考察した

供給サイドのデ一夕を利用し，それを通じて

利用者サイド(ツーリスト)の行動・晴好の

変化を推察したのである。

b) ツーリズムにとってのガイドブックの

意義

竹内啓一2)はかつて，外国語で書かれたガイ

ドフネックにおける日本像の検討に当たって「ツー

リズム商品は，通常の商品や住宅のように，

購入に先立つて庖頭で手にとって見たり，歩

きまわって検討できるものではない。いわば

情;幸Ji(だけにたよって， どこに行二くか，そして

そこで何を見，何をすることが，真のツアー

であるか，そこでどのような非日常性が得ら

れるかを判断して購入しなければならない。

ツーリズム商品のこのような特殊性から，ガ

イドブックなるものが，ツーリズム産業にとっ

て大きな意味をもつことになるJと指摘し，

ガイドブックの意義を高く評価している。

ほかに竹内啓ーは，イタリアについてのガ

イドブックについて検討し3)ぺまた中川浩ー

は， rベデカ」や「ブルー・ガイドJrミシュ
ランJなどヨーロッパの代表的なガイドブッ

クについて考証・考察を行っている510

近年，滝波章弘6)と西村孝彦7)は，フランス

の代表的なガイドブックであるギド・ブルー



を用いて，フランスの「観光空間」について

丹念に考察し，また加賀美雅弘は， 20世紀初

頭のオーストリア・ハンガリー帝国について

の3冊のガイドブックを用いて，興味深い著

作を公刊している 8)。

本稿では，これら既往の業績に導かれて，

19世紀初頭(享和元年=1801年)の『河内名

所図会』以降，明治・大正・昭和戦前，さら

に戦後，現在に至るまでの，合わせて18点の

ガイドブックを検討対象とし，それぞれに，

訪れるに値するスポット(これを本稿では以

下「名所」と呼ぶ)として，何を取り上げて

いるか，また，どういうことを記載している

か，検討することにする。

c)本稿の対象地域

対象地域として取り上げるのは，現在大阪

府の東部を占める旧河内国である。当初はそ

の全域を取り上げようと考えて作業を進めた

が，データの量があまりに多くなるので，そ

の南部は割愛し，ほぽ旧北河内郡と!日中河内

郡に属した地域，すなわち現在，枚方市，交

野市，寝屋川市，四傑畷市，大東市，門真市，

守口市，東大阪市，八尾市，柏原市の10市に

属する範囲に限ることにした。

11.検討対象としたガイドブック

我々が検討対象としたのは次の18点である。

それぞれについて，著者名・書名・発行所・

発行年や，河内についての記載の所載頁9)など

を挙げ，さらに若干の補足説明を加えて行く。

(1)秋里簸島『河内名所図会.1，享和元年(1801

年)11月刊:これは『都名所図会』をはじめ，

大和・和泉・摂津・近江など合わせ11点の名
あきさとりとう

所図会を書いた秋里篠島が書いたものである。

1995年に原本が京都の臨川書庖から復刻され

ているが，我々は1981年角川書庖から出た『日

本名所風俗図会』第11巻， 263~400頁に収め

られているものを利用した。旧漢字，旧仮名

づかいではあるが，原本の変体仮名を現在の

仮名になおして活字で印刷されている。

( 2 )田山花袋編『新撰名勝地誌』全12巻のう

ち，巻之ー畿内，博文館， 1915年7月刊行の

第9版(初版は1910年3月):文学者田山花袋

が， 1899年から 1912年までの間 (28歳~41歳)

勤めていた博文館から，自分の編で出したも

ので，全12巻の第1巻が畿内を扱っており，

298~344頁が河内である。

( 3 )鉄道旅行案内編纂所編『鉄道旅行案内J，

1921年10月， 149~151頁， 187~191頁:大正

から昭和初年にかけて何冊か出た『鉄道旅行

案内』のうち，最も詳しいもの。

( 4 )鉄道省『日本案内記』全8巻のうち近畿

篇下，博文館， 1933年3月刊， 63~85頁:鉄

道省旅客課が，国史学の黒板勝美，地理学の

山崎直方に調査・編纂に関する指導・助言を

要請して， 1929年から1936年までの聞に全8

巻に分けて刊行したもの。中川浩一5)が「戦前

のガイドフホック(旅行案内書)類の中で，詳

細綿密最高のできぼえを示したJf旅行案内書

の決定版」と激賞している。近畿篇だけ上下

2巻に分かれ，大阪府は下巻に記載されてい

る。

( 5 )運輸省『日本案内記』全8巻のうち近畿

篇下，日本交通公社， 1950年3月刊， 63~85 

頁:上記(4 )の戦後の改訂版。内容的にか

なり手が加わっている。

( 6) r旅程と費用J日本交通公社， 1952年8
月刊， 686~689頁: 1919年からジャパン・ツー

リスト・ビューローが刊行していた『旅程と

費用概算jが，戦後『旅程と費用』と改題・

復刊された，その初版。

この『旅程と費用jはその後1960年代後半

まで版を重ね， 1970年には『全国旅行案内j

と改題されて，かなり分厚いものが刊行され

ているが，日本交通公社はその前から，地方

別の『最新旅行案内』を出し始めていた。次

の(7)はその初版である。

(7)最新旅行案内14r大阪・神戸』日本交通
公社， 1960年9月初版， 46~63頁
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( 8 )郷土資料事典一県別シリーズー29 r大
阪府・観光と旅』人文社， 1970年9月刊行の

第3版(初版は1966年7月刊行)， 43-----55頁:

その後も何回か改訂版が出ている人文社の府

県別案内書。

( 9 )大阪府通商観光課『道しるべ大阪J全3

巻，大阪府通商観光課，南大阪編1971年3月，

北大阪編1972年3月，大阪府中央部編1973年

3月:地方自治体が出した異色のあるガイド

ブックの例。

(10)交通公社の新日本ガイド17r大阪・神戸J
日本交通公社，1980年1月刊行の改訂4版(初

版は1976年7月)，129-----167頁:交通公社の出

版物らしく，あらゆる市町村に目配りした，

たいへん詳しいガイドブック。

(1l)JTBの新日本ガイド18r大阪・神戸』日
本交通公社， 1989年5月改訂新版， 181-----228 

頁:前掲(10) の改訂版。たいへん詳しいガ

イドブックであったが，現在は出ていない。

(12)新全国歴史散歩シリーズ27，大阪府の歴

史散歩編集委員会編『新版大阪府の歴史散歩j

(下)，山川出版社， 1990年12月l刷， 3 -----152 

頁:歴史家の手による特色あるガイドブック。

(13)エアリアガイド30r大阪』昭文社， 1997 
年1月3版12刷， 170-----197頁。

(14)旅王国30r大阪j昭文社， 1997年1月2
版 9刷， 258-----311頁。

(15) J -GUIDE20 r大阪』山と渓谷社， 1997年
3月改訂5版， 246-----257頁。

(16)ニューガイド私の日本23r大阪・神戸J
弘済出版社， 1997年5月初版， 82-----89頁。

(17)NEWブルーガイドブックス15r大阪・神
戸』実業之日本社， 1998年2月第4改訂版，

117-----118頁， 128-----131頁:(13)-----(17)の5点

は， 1998年春現在，通常の書庄に並んでいる

一般向けガイドブックである。

(18)郷土資料事典ーふるさとの文化遺産

27 r大阪府J人文社， 1997年10月初版，
86-----140頁:前掲(8 )の最新版。

このほかに現在，書店の庖頭には， rJTBの

旅ノートj，rフネルーガイドパックj，rフツレー
ガイド日本j，r歩く地図」というガイドブッ
クが並んでいるが，河内に含まれる地域につ

いての記載はほとんどないので，取り上げな

カミっTこ。

また「旅Jr旅行読売JrるるぶJなどの旅
行雑誌や一般誌の中にも，多くの旅行案内記

事が載っているが，ここでは原則として，全

国分が十数巻ないし数十巻のシリーズとして

出ているガイドブックに限った。唯一の例外

は，大阪府が出した(9 )である。

全国が1冊に収められている(6) r旅程と
費用jについては，戦前・戦後のいくつかの

版を検討した結果，戦前よりずっと詳しい戦

後復刊の最初の分を選び，それが地方別に分

かれて出た(7)最新旅行案内は，その初版

を取り上げた。全国分がシリーズで出ている

ガイドブックのうち最も詳しい郷土資料事典

(人文社)と新日本ガイド(日本交通公社)

については，初版と最新版とを取り上げよう

と考えたが，残念ながら初版を見ることがで

きず，前者については初版の 4年後の第3版，

後者についても 4年後の改訂4版で代行させ

た。

以上のようにして(1)から(18)までの18点

に絞ったわけであるが，我々が閲覧し得た限

りにおいて10)，新旧ガイドブックの主要なもの

は，ほぼすべて取り上げることができたと考

えている。そして(1H河内名所図会』と(9 ) 

『道しるべ大阪』を除けば，全国のどの地域

についても，同様の観点から検討するための

データとして利用することができる。

III.ガイドブックで取り上げられた「名所」

つぎに，これら18点のガイドブックで取り

上げられた「名所jを一覧表にして示すと，

表1の通りである。

この表には， (1)から(18)までの二つ以上

で取り上げられているもののみを選び，一つ

だけにしか取り上げられていないものは割愛
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ガイドブックで取り上げられた「名所」

(1)からU8)までのごつ以上で取り上げられているもののみを選ぴ，一つだけにしか取り上げられていないものは割愛

した.ただい (4)と(5)，(8)と(18)，UO)と(IDはそれぞれ同系統の出版物の旧版と新版なので，両者のみに取り上げられ

ているものはーっと見なして割愛した.

O は500字以上の詳しい解説， 0は50字以上， 500字未満の解説，ムは50字未満の簡単な解説，
.は『河内名所図会Jで版画が掲載されているもの*は不記載であることを示す.

表1

(a)は河内名所図会に掲載され，現在のガイドブック ((13)-U8))にも掲載されているもの

(b)は河内名所図会に掲載されているが，現在のガイドブック ((13)-U8))には掲載されていないもの

(c)は明治以後，第2次大戦までのガイドブック ((2)ー(4)) に新たに掲載されたもの

(d)は第2次大戦以後のガイドブック ((5) ω)に新たに掲載されたもの
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[V 大東市]

(al仏閣 ①慈眼寺(野崎観音)
(al史跡宰飯盛城跡(飯盛山)
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(d)自然 ①薫蓋のクス[天然記念物]

(d)自然 ②稗島のクス
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[¥lH 守口市]

(a)神社 ①佐太天神宮(佐太天満宮)
(a)仏閣 ②来迎寺

(a)其他 ③文禄堤
(c)仏閣 ④光明寺
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(a)仏閣 ①顕証寺(久宝寺御坊 e
(a)仏閣 ②八尾別院大信寺(八尾御坊)e
(a)仏関 ③常光寺(八尾地蔵 e
(a){ム閣 ④大聖勝軍寺(下ノ太子) 。
(a)神社 ⑤玉組神社 . 

(a)神社 ⑥思智神社 . 

(b)古墳 ⑦高安千塚 O 
(b)史跡 ⑧木村重成墓 O 
(b)仏閣 ⑨教興寺 . 

(b)仏閣⑩法蔵寺 ・
(b)其他 ⑬十三峠 O 
(c)仏閣 ⑫神宮寺 * 
(d)古墳 ⑮心合寺山古墳[史跡*

(d)建物 ⑧環山楼 * 
(d)史跡 ⑮水呑地蔵 * 
(d)施設 ⑮八尾空港 * 
(d)施設 ⑫八尾市立歴史民俗資料館 * 
(d)施設⑬久宝寺緑地 本
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[X 柏原市]
(a)仏閣 ①安福寺 。
(a)其他 ②大和川つけ替記念碑(築留)e
(a)史跡 ③智識寺跡 O 
(a)仏閣 ④瑠璃光寺 O 
(c)施設 ⑤玉手山遊園地 * 
(c)古漬 ⑥高井田横穴群[史跡*

(c)古墳 ⑦松岳山(美山)古墳[史跡]キ

(d)古墳 ⑧安福寺横穴群 * 
(d)建物 ⑨三田家住宅[重文*

⑥高井田横穴群は1917年発見。



した。また(4 )と (5)，(8)と(18)，(10)と

(11)は，それぞれ同系統の出版物の旧版と新

版なので，両者のみに取り上げられているも

のはーっと見なして割愛しである。

表の中の二重丸，一重丸，三角，黒丸，ア

スタリスクについては，表の官頭に説明した

通りである。

また，各「名所」について， r河内名所図会』
にすでに載っていたかどうか，載っていたも

のついては，現在も載っているかどうか，

載っていなかったものについては，いつから

載り始めたか，によって，やはり表の官頭に

示したように， (a)(b)(c)(d)の四つに分

類し，各「名所」の冒頭に記号で示した。

さらに，各「名所」を上記のガイドブック

(18)の索引などを参考にして， I自然H神社j
「仏閣JI史跡(古墳を除く)JI古墳JI建物J

「施設JI其他Jの八つの範曙に分類し，これ

もそれぞれの「名所Jの冒頭に記しである。
これら (a)(b)(c)(d)および八つの範曙

ごとにカウントした名所の数を，表にして示

すと，表2の通りである。

表1および表2から指摘できる点を挙げて

行こう。

まず， I自然」のうち， (a)に該当する二つ

は，通常，名勝・景勝というように表現され

るII交野市の④源氏の滝，刊i東大阪市の④生

駒山であるが， (d)に該当するこつは， VI門

真市の 2本のクスで，うち，薫蓋(クンガイ)

のクスは1938年5月に天然記念物に指定され

ている。こうしたものが「名所」となるのは，

比較的新しいことのように思える。

次に， I神社」と「仏閣」とは， r河内名所
図会jにすでに掲載されていた(a)，(b)が，

大部分を占めている。そうでないのは， (c) 

に該当するIV四保畷市の④四篠畷神社 (1890

年明治天皇の勅命により創建された)と， (d) 

に該当する III寝屋川市の⑤成田山不動尊

(1934年創建)など，比較的少数である。こ

れら新しいものについては『大阪府の歴史散

表2 (a)~(d) および八つの範鴫別

に見た「名所jの数

(a) (b) (c) (d) 計

自然 2 2 4 

神社 7 2 4 1 14 

仏閣 12 5 2 19 

史跡 6 2 1 4 l3 

古墳 1 3 7 11 

建物 6 6 

施設 3 10 13 

其他 4 1 1 6 

計 32 10 13 31 86 

(a)~(d) の分類については表 1 参照

歩』はごく簡単に述べるか，あるいは全く無

視している。

「神社」・「仏閣Jには， (b)つまり『河内

名所図会jには載っているのに現在のガイド

ブックには掲載されていないものも少なくな

い。中には枚方市の⑤万年寺のように，

すでに消滅しているものもある。また枚

方市の③躍陀神社11)や，IX八尾市の⑨教興寺な

どは， r河内名所図会』に版画まで載ってお
り，また『歴史散歩』には記載されているが，

(13)~(17) の一般的ガイドブックにはもとよ

り，比較的詳しい(18)にも全く載っていない。

実際に訪れてみると，一般観光客にとっての

観光スポットといった性格は皆無の神社や寺

であることがよく分かる。

次に「史跡」は， (a)， (b)， (c)， (d) 

のいずれもある。うち I枚方市の⑧百済寺跡

は，大阪府における僅か二つの「特別史跡」

の一つ(もう一つは大阪城)であるが，注目

されたのは第二次大戦後のことで， 1952年，

国の特別史跡に指定され， 1975年，公園とし

て整備され，戦後のほとんどすべてのガイド

ブックに取り上げられるようになっている。

「古墳Jは，北河内・中河内で『河内名所
図会jに掲載されていたのは， IX八尾市の⑦

高安千塚のみである。その他は(c )か(d)で，
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現在国の「史跡」に指定されているものが多

いが，今日のように，古墳が大小を問わず，

「名所Jとなったのは，明治以降と考えてよ

い。中には1917年発見のX柏原市の⑥高井田

横穴群， 1934年発見のIV四篠畷市の⑥忍岡古

墳のように，発見の新しいものもある。

「建物Jは六つすべて(d)である。 11交野

市の⑦山添家住宅，⑧北国家住宅， X柏原市

の⑨三国家住宅(いずれも重文)のような民

家がガイドブックに取り上げられるようになっ

たのは比較的新しい。 1997年から公開された

川東大阪市の⑭鴻池新田会所(やはり重文)

も同様である。

「施設」としたのは，公園，遊園地，博物

館などで，やはり，いずれも新しい。一部は

戦前からあったが，大部分は戦後設立された

ものである。

「其他」のうち， (d)に該当するのは1925

年発掘の刊l東大阪市の⑬日下貝塚(史跡)で

あるが，それを除く五つはすべて『河内名所

図会Jにも掲載されている。 III寝屋川市の①

茨田堤， VII守口市の③文禄堤，刊I東大阪市の

③暗峠， IX八尾市の⑪十三峠， X柏原市の②

築留，がそれである。

IV.ガイドブックにおける「名所」の記述

内容

次に，新旧ガイドブックにどのように記載

されているかを検討するために，なるべく原

文に近い形で，北河内の野崎観音，四候畷神

社の二つについての記述内容を例示した。 30

頁以降に掲げた“ガイドブックにおける河内

の主な「名所」の記述"がそれである。

まず (A)は， V大東市の①慈眼寺，通称

野崎観音についてである。

その(1)は1801年に出た『河内名所図会』

の記載内容であり，旧漢字・旧仮名使い，さ

らに旧仮名使いによるルピを，もとのまま示

しである(ただし原文は縦書き)。

記載内容は由緒，故事来歴が主で， 10行自

の一条院は平安時代であり，rそののち亀山の
みかど」は鎌倉時代，その「弘長元年」は1261

年であるし，下から 4行目の永禄8年は1565

年，室町時代である。『河内名所図会jが書か

れた1800年頃の状況を述べてあるのは最後の

3行，野崎参りの描写だけである。また野崎

参りが舞台となる近松門左衛門の浄瑠璃『女

殺油地獄jは享保6年 (1721年)，またお染・

久松を扱った近松半二の浄瑠璃『新版歌祭文』

は安永9年 (1780)に，ともに大坂で上演さ

れているが，それらについての言及はない。

それに対し(2) r新撰名勝地誌』は 5月
1日より10日聞は参詣客が多く，r関西鉄道は

為に臨時汽車を発し，仮停車場を設くるに至

るjといった，この本が書かれた頃の状況を

ヴィヴィッドに描こうと努めている。ただし

最後の「野崎病院は野崎観音の南隣山腹にあ

り」というくだりは，野崎観音と全然関係が

ない。多分，この項目の執筆担当者が，本当

にそこへ行って書いたのだ，ということを言

いたくて，書いたのであろう。

( 4) r日本案内記J初版(1933年)の記述

は比較的簡単であるが，お染久松の墓がある

ということは，ここで初めて出てくる。これ

と1950年の戦後改訂版とを比べると，ほぽ同

じことが書かれているが，表現に微妙な違い

があり，古い語棄は改められていて，例えば

「賓客」といった言葉は，戦後改訂版では使

われていない。

(12)の『大阪府の歴史散歩』の記述は，た

いへん行き届いていて，我々にとっては最も

納得できる。例えば本文2行目 r1708(宝永

5 )年鋳造の銘によると」というように，典

拠を明らかにして寺の由緒を述べる，といっ

た叙述方法がそうである。見るべき何がある

かを要領よく示し，上記二つの浄瑠璃につい

ても言及し，また「東高野街道jr大阪平野の
眺め」にも触れている。

そして(13)の「エアリアガイドj，(14)の「旅

王国j，(16)の「私の日本」は，いずれも，こ
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ガイドブ、ツクにおける河内の主な「名所」の記述

(A)野崎観音

(1) 1801 河内名所園書巻之六讃良郡
ふくUゆきんt;Ifん U

福衆山慈眼寺 (野崎村にあり。糟宗，曹洞)
みたけ えくアちのさみ

本尊十一面観音(唐作。長三尺五寸。また，三十三所観音像・江口君の像，ともに本堂に安ず)

美前室(本堂の南にあり)阿輔陀堂(薬師堂の傍にあり)羅漢堂(十六羅漢・四天王を安ず)鐘堂
らかん

(鎮守の傍にあり)

寺説に云く，
・くはらなこくだいひ しょうせき うっ こせつ とし

それ嘗山は，南天竺波羅奈園大悲の聖蹟を模して，古剃たる事年既に深し。今に至って，寺前
ぼろ きょうどう くひ

の津を，人呼んで最巌連といふ。惜しいかな，中古以来，停記喪びて，ただ郷童の口碑を謹と
なんぴときざ けんよ ぷんみよう

す。ゆゑに結論くの年代・事貫，詳らかならず。大悲尊像も何人の刻めるか。寺宇の権輿も分明な

らず。そもそもー傑院の御宇に，掛け難波江の渡日に住して，ゆききの旅客を裂iす美女あり。世に
ちんあかか しるし わしゅうはせでら

これを江口君といふ。ある時，沈病に擢りて，医療の験さらになし。常に聞けるは，和州初瀬寺の
ねむごろいの

観世音，霊臆殊に勝れさせたまふ。既にかの地に参寵して懇に祷り，一七日満願の時霊夢を感ず。
たんごん のたまは のぎきふく Uゆさん こん令う むな

端巌たる高僧来りて日く，河州野崎福衆山は我が山に異ならず。そこの大悲に懇求せば，所願空し

からず。最安，夢畳めて畿毒し，直ちに尋ねてこの山に来り，本尊を古語，七董夜に議ちぬれば
しそ

たちまち病悩治最す。これより停へ聞いて，四来の絡素，遠村・近郷ここに群す。また，野崎を去
ごくうでん まうけあて かめやまのみかどちょう

る事二里ばかりにして，御供田と名づくるものは，嘗寺の設に宛ぬるなり。そののち亀山帝の朝
どんだいそうすUっきょう こうちょう ふしみのいん しやもんにゅうれん

に，擢大僧都買慶嘗山に寺職して，弘長元年に寺記を書けれまた，伏見院の御時，沙門入蓮こ
すいへい うばそ〈はたうすあは Uゅうしゅ せきとうぽ

こに住して衰弊をかなしみ，力を優婆塞秦氏に動せて重修せらる。この時に立つる石塔婆，今に
えいろく まつながひきひでしきのUょう こも きんりんどうらん ひょうせん かか かいUん

在す。またその後，永禄八年，松永久秀志貴城に龍りて近隣動乱の時， f弗閣，兵焚に擢りて灰煙
のこ むえんきょうさ〈らぱな

となる。ゃうやく本尊，寅慶の寺記のみ遺れり。それより今のごとく再管あり，春は無縁経とて楼花
やまやまにしき なにはづ きを

匂ふ頃，秋は紅葉して山々錦なるふし，浪花津の老少ここに群じ，あるは川舟に樟をさして，道
ともがら のぎきまゐり

ゆく人と言葉戟ひして詣する輩多し。これを野崎参と云ふ。

(2) 1915 新撰名勝地誌巻之ー畿内河内園北河内地方
てうぼうぜっか Uげん口

野崎観音 四係畷騨より東南十町，野崎山の中腹，眺望絶佳なる所にあり。慈眼寺と読す。本尊
れいけんけんちよ さえしんかう

十一面観音は霊験顕著なりとて，開依信仰するもの多く，大阪府有敷の流行悌なり。毎年五月一日
むえんりふしうげふちう いた かけすやや きうけいぺん くわんさいてつだう

より十日間は無縁経修行中とて，奏者雲の如く，附近到る所掛茶屋を設けて休憩に便じ，闘西銭道
かりていしゃぢゃう あだか さいくわ ふう

は矯めに臨時汽車を震し，偲停車場を設くるに至る。時は恰も春季菜花の候に際して，一層の風
にちまうで

趣を添ふ。また七月九日十日は千日詣とて，参詣者多く，毎月の縁日は十七，十八日の雨日な
え。ちきみ けつゑんかみ のぎきびゃうゐん

り。なほ本堂の裏に江口の君を安んずる一堂あり，結縁の神なりとす。野崎病院は野崎観音の南隣

山腹にあり。
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(4) 1933日本案内記近畿篇下案内編大阪近郊三，北河内地方
のぎきくわんのん のぎき しでう

【野崎観音】 片町線野崎騨の東半粁，四係村大字野崎にあり。曹洞宗で，開基，創建年代は不
むえんぎやうしうぎゃう

明。本尊十一面観音は世の尊信が厚く，五月一日から十日間無縁経修行の時は野崎詣と云って，

餐客が最も多い。境内に三十三ケ所観音堂，江口の君塚，ぉ英文転の墓等がある。

(12) 1990大阪府の歴史散歩下北河内 4生駒山麓を片町線に沿って
のぎきかんのん だいとう

野崎観音 V大東市野崎2-7-1く→圃p.4，30>

.... ]R片町線野崎駅下車8分。
ひがしこうや

野崎駅から東へ約700m，東高野街道を横切り飯盛山のすそにとりついた所に野崎の観音さんと

してよく知られる福寿山急融寺(曹洞宗)がある。 1708(宝永5)年鋳造の銘によると，奈良後期
ぎょうき

に行基が自ら観音像を刻み安置したのが寺の開創である。のち一条天皇の頃 (986~1011) ，摂津田
はせ

江口の里の長者がその病を長谷観音に祈願して治ったので，報恩のため寺地を現在地に移し再興し

たという。戦国末期兵火により焼失し，慶長・元和年間(l596~1624)，僧菩議が三たび、寺を興し
た。歴代の住持は観音信何をひろめ堂宇を整えた。こうして近世には，近松門左衛門の話瑠議
おんなごろしあぷらのUごく ともへきき

『女殺油地獄Jに乗合船の「櫨に舶を漕ぎ付けてよそも一つの舟のうち」とあるように，参詣

者で大いににぎわった。

境内には， 1689 (元禄2)年に大阪の豪商平野屋五兵衛が寄進した本堂や薬師堂などが建ち，近

松半二の浄瑠璃『新版歌祭文jでおなじみのお染め久松の塚もある。本尊の十一面観音は白檀の一

本彫，高さ約1.1mの平安前期の作である。子授けや安産に効験があるとして信仰を集めている。

春の「無縁経」は5月1日から10日までで 8日は俗に「ょうかびJといい，特ににぎわいをみせ

る。鐘楼より上の野崎観音公園からは大阪平野のながめがよく，少し上ると林の中に1294(永仁2) 

年建造の九重石塔が残っている。

的) 1997エアリアガイド/30大阪東大阪・生駒みどころ

野崎観音地図170B-2 

「野崎まいりは屋形船でまいろJ。標高318mの飯森山の麓， r野崎の観音さんjは正式名を慈眼
寺といい，行基が観音像を刻んで安置したのが始まりと伝える。本尊の十一面観音像は安産や子授

けに霊験あらたかという。大阪の豪商平野屋五兵衛が寄進した本堂や薬師堂，お染め久松の墓もあ

る。寺の背後は公園で，大阪平野の眺めもよい。京橋駅から ]R片町線で15分，野崎駅下車，徒歩

8分。拝観自由

(B)四条畷神社

(2) 1915新撰名勝地誌巻之ー畿内河内園北河内地方
しでうなはてえき せいふく まさとき まつ

四傑畷神社 四傑畷騨より東方五町，飯盛山の西腹にあり。楠正行及び弟正時の霊を杷れるもの
けっしぷしの ふんせん しでうむら ほうでう

即ちこれなり。社地は，正行が決死吉野を出で h 敵の大軍と奮戦したるところ，四候村大字北候

に，今猶議、遺路を存せり。神社は明治二十二年の創建にか〉り，別格官幣社に麗せり。境内は
ぺっかくくわんぺいしゃ

すき ょ ゑまだう とりゐ

めぐらすに美しき石垣を以てし，之に侍りて繕馬堂あり。華表より本社まで五町，南側に楓樹を植
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せいしや さいか〈 きんた， せい

え，境内の清酒なる，堂宇の壮麗なる，妻客をして自ら襟を正さしむ。殊に，社域眺望に富み，晴
てん しょすいびもくせい

天の日には遠く播丹の諸翠微を目臆の聞に集むるを得べし。例年四月三日より五日まで春季大祭あ
せうなんこう さ でんぽ fぜん とく

りて雑沓を極む。小楠公の墓は本社を去る西九町，田畝の間にあり。轟然たる大石碑には刻する
〈すぬきあそん ぽうそく おほ こうげふ

に，贈従三位楠朝臣の九字を以てし，傍側に立てる老楠樹は，蒼翠天を蔽ひ，うた〉楠氏の功業
とりゐ ぱか かたは

を追想せしむ。又，社の華表より北三町計り，高野街道の傍らに和田賢秀の墓あり。和田氏は楠氏
ぞく こ、せんぽつ

の一族にして，正行と共に此所に戟渡せしなり。

(4) 1933日本案内記近畿篇下案内編大阪近郊三，北河内地方
しでうなはてUんUゃ

{四候畷神社〔別格官幣社) (二固さ 3)同四僚畷騨の東約一粁，四{傑畷村南野にある。小楠公社

と呼び，明治二十二年の創建で，楠木正行を杷る。正行は正平三年弟正時と共に，高師直の軍とこ
いひもりやま ひがしかうやかいだう

の地に戦ひ，歳二十三を以て浸した。社は飯盛山の西腹にあり，その山麓を南北に走る東高野街道
きゃうとかうやよしの なぎなたなお

は京都，高野，吉野方面に通ずる要路で，嘗年の戟蹟たるを想はしめる。社賓の薙万直し万は明治
かねなが

天皇の御寄付にか〉り，備中長船住長守作正平八年正月日の銘があり，包永在銘の太万一口と共に
みおやじん口ゃ

園賓である。境内棲樹多く，樹木蒼然として繁り，社殿を園んで居る。境内の掻社御批神社は大楠

公夫人を祭神として居る。例祭は二月十二日，御批神社は十月五日である。飯盛山の山上に三好氏

の域社あり，遊園地になって居る。

(6) 1952旅程と費用 河内・和泉地方

四条畷神社 大阪府北河内郡四条畷町南野，片町線四条畷駅の東約一粁

京阪電鉄京阪線香里園駅からパスもある。

祭神は楠木正行・楠木正時・和田賢秀等。例祭二月十二日。

〔童文〕薙万直し万(銘長守)・太万(銘包永)。

明治廿二年(一八八九年)の創建，頂上が遊園地になっている飯盛山西腹眺望に富む地にある。

祭神は吉野朝のため附近の地で戦法した。境内に大楠公夫人を肥る御批(ミオヤ)神社(例祭十月

五日)がある。また正行の墓は四条畷駅の西約三00米に，賢秀の墓は同駅の北約半粁にある。

ω 1990大阪府の歴史散歩下 北河内 4生駒山麓を片町線に沿って
くすのきまさつら しUょうなわて かりやみなみ

f云楠木正行墓 V四条畷市雁屋南町〈→圃p.4，30>

T ]R片町線四条畷駅下車4分。

四条畷駅北側の商居街を西へ行くと，正面に伝楠木正行墓(府史跡)がある。

(中略)

墓から駅のほうへ戻り，まっすぐ飯盛山の麓まで行くと四条畷神社に着く。 1890(明治23)年，
かねなが

正行以下の死者を記るため創建された。社宝として銘包永の太力(国重文)がある。神社の南のあ
も令ち

たりを石木戸といい，飯盛城の門口であったと考えられ，今も登山口となっている。

なお，参道を約600m戻った東高野街道との交差点の北約350mの所に，正行とともに死んだ従兄
わだけんしゅう

弟の伝和田賢秀墓(府史跡)がある。地元では「歯神さん」として親しまれてきた。
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の『歴史散歩Jを何よりの参考にして書いて

いるようで，そこからいくつかの情報を引き

出して，

それを手短かにまとめている。ただし『歴史

散歩Jに記載がなくて，この三つがともに掲

げているのは，昭和10年(1935年)に東海林

太郎が歌ってヒッ卜した『野崎小唄jの「野

崎参りは屋形船でまいろJという歌詞である。

『歴史散歩jがこれに触れないのは一つの見

識であろうが，しかし昭和10年も一つの歴史

であり，この歌調を掲げ，さらにその先「ど

こを向いても菜の花ざかりJまで記して，北

河内は江戸時代から明治まで，全国有数の菜

種作地帯であった，ということを指摘してほ

しかったと思うが，これは無理な注文であろ

うか。

ここでは(13)の「エアリアガイドJだけを

例示しておく。他の2点も記述内容は大同小

異であるが，表現は少しずつ違っている。

つぎに (B)は， IV四傑畷市の④四傑畷神
社についてである。

前述のように明治天皇の勅命で創建された

別格官幣社であるから， r河内名所図会Jには
記載がない。

( 2) r新撰名勝地誌』には，詳しく記述さ
れ，そしてさまざまの言葉を連ねて“忠臣"

楠木正行(小楠公)の行動を賛美している。

この点は(4) r日本案内記Jも同様である
が，ここに掲げた1933年版と戦後改訂版を比

べると，記述の微妙な違いが見られる。例え

ば境内の摂社みおや神社の祭神を，戦前版で

は敬意を表して「大楠公夫人」としているが，

戦後版では「楠木正成夫人」と改めている。

( 6 )の『旅程と費用jも戦後1952年なので，

賛美の姿勢は見られない。

明治になってできた歴史の浅い神社である

から， (12) r歴史散歩』では，四(傑畷神社を
独立の項目とはせず， r伝楠木正行墓jという
項目の中に，わずかに 2行述べているだけで

ある。
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そのためか，この『歴史散歩Jに準拠する

点が多い(13) ~(17) のガイドブックでは，

この神社のことを，全く取り上げていない。

このほか，個々の「名所jについて，新旧

ガイドブックのそれぞれの記述内容を比較・

検討していくと，多くの興味深い点を指摘で

きる。例えば，

①時期が下るほど，文章表現が易しくなり，

付近の眺望やそこからの眺望にも言及される

ようになっていること，

②また，地図や写真が掲げられ，ことに現在

書店の庖頭に並んでいる (13)~(17) では，そ

れらがすべてカラーであること，

③そこを訪れるための交通機関や参拝・拝観・

見学の可能な時間，電話番号など，観光客に

とって有用な情報がより詳しく呈示されるよ

うになっていること，

④しかし，ヨーロツパの代表的ガイドブック

と異なり，観光客が公共交通機関を利用して

訪れることを前提に記述され，自動車での訪

れかたや駐車場などについての記述がほとん

どないこと，

⑤新しいガイドブックでは「名所」について

の直接の記述のほか，飲食庖，土産物につい

ての記述が増えていること，などである。

さらに，とくに指摘しておきたいのは，上

記の「名所」の八つの範曙のうちの「其他」

についてである。

上記のように， r其他」とした六つのうち，
日下員塚を除く五つ(茨田堤，文禄堤，暗峠，

十三峠，築留)は，いずれも『河内名所図会』

にすでに載っている。

『河内名所図会Jといった名所図会の類は，

神社・仏閣・史跡・名勝といった，古いタイ

プの名所の故事来歴や関連する和歌など，古

い由緒に関わる事項が主として掲載されてい

ると考えられがちであり，現に野崎観音の記

述はそうであるが，しかし，堤防や峠，また

宝永元年大和川付け替えのときの築留なども

載っており，これは大いに注目すべきことで



あろう。明治以降のガイドブックには記載が

ないので，表1には挙げていないが，このほ

か『河内名所図会Jには，奈良街道，八尾の

市，高安木綿など， r河内名所図会Jが刊行さ
れた時点で活発に機能していた(したがって

高い「日常性jを有していた)と考えられる

ものが，いずれも版画入りで解説されている。

暗峠，十三峠，奈良街道，高安木綿などが，

なぜ「名所」であり得たのか，考えてみると

不思議である。

実を言うと，今回『河内名所図会』に手を

つけたのは，検討の最後の段階になってから

であった。明治の『新撰名勝地誌j以降につ

いて表 lの一覧表を作ってから，r河内名所図
会Jの欄を付け加えたのである。したがって，

『河内名所図会』に関する検討は不十分であ

り，もしも『河内名所図会Jから出発してい

たならば，もっと違った展望を聞き得たかも

知れないと思う。

今後は，今回割愛した南河内の部分も取り

上げると同時に， r河内名所図会』についてそ
の記載内容に関する検討を深め，また，その

120年余り前，延宝7年(1679)に出た三田浄

久『河内鑑名所記』なども併せ取り上げて，

検討を進めて行きたいと考えている。

(浮田:神戸学院大学人文学部，伏見:関

西大学・院)
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本稿の骨子は，歴史地理学会第41回(平成10年

度)大会で発表した。
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